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味が持たれる。不斉磁性体に見られる磁気光学物性
の中で、磁気不斉二色性は、新しい磁気光学効果と
して１９８４年にG. Wagniereらによって理論的に予測
された。不斉磁石はこのような興味ある現象を持つ
可能性があるが、その報告例はない。我々は、以前
から高次元の分子磁性体構築に用いてきた、高スピ
ン安定ラジカルと遷移金属イオンの自己集合組織化
法1)にキラル置換基による不斉誘導の考えを加えて
不斉分子磁石の構築に世界で初めて不斉分子磁石の
構築に成功している。1) その後、この方法をプルシ
アンブルー誘導体に用いることにより、転移温度53
K のキラル磁性体の構築にも成功した。
　このように当研究室では、有機分子と分子物性を
キーワードとした新物質の開発研究を行っており、
今後は、不斉分子磁石の転移温度の高温化、磁気不
斉二色性等の不斉に起因した磁気物性、他の巨視的
物性にも拡げて行く予定である。
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　現在では有機合成化学の進歩によって、ほぼ思い
通りの有機分子を合成することが可能となっている。
有機分子はその分子構造を反映して様々な分子物性
を示すが、一般に言われる物性（電気伝導性、磁性、
光学特性等）は分子の集合体としての固体または結
晶全体で示すものである。すなわ
ちこれらの巨視的物性を示す物質
の開発には、分子の設計に加えて
結晶内部の設計（分子の配列、分
子間相互作用の制御）が必要にな
る。様々な物性の中で我々は分子
からなる強磁性体（分子磁石）、特
に光学特性を兼ね備えた分子磁石
の構築研究を行っている。
　１９７０年代に分子磁性体構築の
研究が始まり、現在では室温以上
の転移温度をもつ分子性強磁性体
も得られている。分子磁性体の構
築目標が達成された今、分子性特
有の物性を生かした複合機能を有
する分子磁性体研究が今後の目標
になってきている。分子磁性体の
最も興味のある特徴は、物性的な
見地からは光に対して透明である
ことであろう。光学活性は分子性
でのみ発現可能な光学物性の一つ
であり、光に対して透明な分子磁
性体に不斉構造を持たせた、不斉
分子磁性体の構築・物性研究は興

高温の転移温度をもつキラルフェリ磁性体。マンガン２価イオンとクロム
３価イオンがCN基で交互に繋がり螺旋を形成している。さらに螺旋間に
は２本のCN架橋で繋がり結果として三次元のネットワークを作っている。




